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数十年にわたって基礎医学と臨床医学の統合による学習の改善という医学教育改革が

叫ばれてきたが，医学生や教員にとってどのような変化が差を生むのだろうか．すでに研

究，臨床，教育をやり繰りし，精一杯働いている研究志向の大学で変化を起こせるのか．

タフツ大学の統合カリキュラムの例では，医学・歯学・獣医学の4年分の教材をオンライン

で全学生と教員が利用でき，評価は双方向学習に基づき，臨床スキルは学生間，あるい

は学生－教員間のよりよい関係性により，批判的思考や問題解決スキルを伸ばしてくれ

る，といった双方向事例学習を通じた論点を提供してくれる．今回の講演では，改革プロ

セスにおいて鍵となるポイント，学生と教員へのインパクトをもたらす選択，得られた教訓

について議論したい．（講演は英語でおこないます.）


